
深
谷
市
を
農
業
の
未
来
が

　
　
　
　
　
集
ま
る
場
所
へ

　
深
谷
市
で
は
、
農
業
の
担
い
手
不
足

や
高
齢
化
、
気
候
変
動
、
肥
料
・
農
薬

コ
ス
ト
の
上
昇
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な『
農

業
課
題
』を
解
決
し
、
持
続
可
能
な
農
業

を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
元
年
６
月
に

『D

デ
ィ
ー
プ

EEP V

バ

レ

ー

ALLEY 

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
集

積
宣
言
』を
行
い
、
全
国
に
先
駆
け
て
農

業
課
題
を
解
決
す
る
技
術（
以
下
、
ア
グ

リ
テ
ッ
ク
）や
そ
の
技
術
を
持
つ
企
業
を

誘
致
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て

い
る
の
が
、
令
和
7
年
で
７
回
目
の

開
催
と
な
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス

ト
『D

E
E

P VA
LLEY

 A

ア
グ
リ
テ
ッ
ク

gritech 
A

ア
ワ
ー
ド

w
ard

』（
以
下
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ア
ワ

ー
ド
）
で
す
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

農
業
課
題
な
ど
を
解
決
す
る
ア
グ
リ
テ

ッ
ク
を
表
彰
す
る
取
り
組
み
で
、
実
証

実
験
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
市
内
協
力

農
業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
出
資
な
ど

を
通
じ
て
、
受
賞
者
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
令
和
６
年
か
ら
は
、
米

国
ノ
ー
ス
ダ
コ
タ
州
の
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
機
関

『G

グ
ラ
ン
ド

rand F
フ
ァ
ー
ム

arm
』
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
結
び
、
実
証
実
験
場
の
使
用
や
関

係
企
業
と
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を

行
う
な
ど
、
受
賞
者
の
海
外
進
出
も
支

援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
に
よ

り
、
7
回
の
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ア
ワ
ー
ド

の
開
催
を
通
じ
て
、
１
７
３
社
か
ら
ア

グ
リ
テ
ッ
ク
に
関
す
る
ア
イ
デ
ア
が
提

案
さ
れ
、
５
社
へ
の
出
資
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
国
の
支
援
の
下
、
５
件

の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
市
内
で
行
わ
れ
る
な
ど
、
農
業
課

題
を
解
決
し
、
農
業
の
未
来
を
つ
く
る

技
術
や
知
識
が
、
深
谷
市
に
着
実
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
深
谷
市
は
、
農
業
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
は
、
他
産
業
の
発
展
に
お

い
て
蓄
積
さ
れ
た
知
識
や
磨
か
れ
た
技

術
を
活
用
・
融
合
し
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

を
生
み
出
し
、
農
業
の
生
産
性
と
価
値

を
高
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

※D

デ
ィ
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プ

EEP V

バ
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ー

ALLEY

＝
米
国
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
技
術

の
集
積
地
域
『
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
』
を
イ
メ
ー

ジ
し
、『
深
谷
』
と
か
け
て
、
深
い(D

EEP)

谷

(VALLEY)

を
英
訳
し
た
愛
称
。

　『アグリテックアワード』は、市内の農家が抱える農
業課題の解決にとどまらず、食品の製造から流通、消費
など『食』を取り巻く幅広い分野を対象に、アグリテッ
クやアグリテックに関するアイデアの創出と社会実装を
目的としてスタートしました。

　令和5年からは、生産現場に限らず、農産物全体の付
加価値向上などのビジネスモデルの提案まで対象を拡大
し、令和6年からは『農業×〇〇＝未来』をテーマに、
先進的かつ挑戦的なアイ
デアも積極的に受け入れ
ています。

深谷市が取り組むアグリテックの集積

農
業
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ

深
谷
市
が
取
り
組
む

　
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
の
集
積

　

深
谷
市
で
は
、
市
の
強
み
で
あ
る『
農
業
』を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
に
向
け
、
農
業
課
題
を
解
決
す
る
技
術（
ア
グ
リ

テ
ッ
ク
）や
そ
の
技
術
を
持
つ
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　農業を意味する『Agriculture（アグリカル　農業を意味する『Agriculture（アグリカル
チャー）』と技術を意味する『Technology（テチャー）』と技術を意味する『Technology（テ
クノロジー）』を組み合わせた造語で、農業がクノロジー）』を組み合わせた造語で、農業が
抱える課題を解決する知識やノウハウ、技術を抱える課題を解決する知識やノウハウ、技術を
広く指します。広く指します。

アグリテックとはアグリテックとは
　農林水産省によると『ロボット技術や情報通　農林水産省によると『ロボット技術や情報通
信技術（ICT）を活用して、省力化・精密化や信技術（ICT）を活用して、省力化・精密化や
高品質生産を実現するなどを推進している新た高品質生産を実現するなどを推進している新た
な農業』と定義されており、主に農業の生産現な農業』と定義されており、主に農業の生産現
場でデジタル技術を活用するものです。場でデジタル技術を活用するものです。

スマート農業とはスマート農業とは

　
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
、
持
続
可
能
な

農
業
の
実
現
に
向
け
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

ア
ワ
ー
ド
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
う
こ

と
で
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
や
ア
グ
リ
テ
ッ

ク
企
業
の
集
積
化
を
推
進
し
、
深
谷
市

さ
ら
に
は
日
本
の
農
業
の
未
来
を
つ
く

り
ま
す
。
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アグリテック交流施設　アグリ：c
コ ー ド

ode2
ツ ー ツ ー

2深谷

　アグリテック企業や生産者、農業関係団体、
学生、研究者などが気軽に訪れ、マッチングや
イノベーションが生み出されることで、アグリ
テック企業が深谷市に集積するきっかけとなる
拠点で、アグリテックに関する情報と人のハブ

（中心）となる場所です。

本住町3‐3　う080‐3439‐3591
営業時間：午前10時～午後6時（平日のみ）

　アグリテック企業と農家の皆さんが集まり、最新のアグリテック製品や　アグリテック企業と農家の皆さんが集まり、最新のアグリテック製品や
サービスに関する紹介や情報交換などができる場を定期的に開催していまサービスに関する紹介や情報交換などができる場を定期的に開催していま
す。情報交換をきっかけに、マッチングにつながる場合もあります。す。情報交換をきっかけに、マッチングにつながる場合もあります。

情報交換やマッチングをサポート
アグリ：code22深谷の取り組み

アグリテックアワード2025のファイナリスアグリテックアワード2025のファイナリス
ト『㈱きゅうりトマトなすび』から生成AIト『㈱きゅうりトマトなすび』から生成AI
を活用したアグリテックが紹介されました。を活用したアグリテックが紹介されました。

勉強会やイベントを開催
　農業経営の基盤となる事業計画の立て方や、経営計画・中期事業計画の　農業経営の基盤となる事業計画の立て方や、経営計画・中期事業計画の
立て方について、事例を交えて実践的に学べる『農業経営勉強会』を開催立て方について、事例を交えて実践的に学べる『農業経営勉強会』を開催
し、農家の皆さんを支援しています。し、農家の皆さんを支援しています。

市内の『市内の『㈱㈱小小
ここ

池池
いけいけ

勝勝
かつかつ

次次
じじ

郎郎
ろうろう

商店』の商店』の小小
ここ

池池
いけいけ

氏が講氏が講
師を務め、全5回の勉強会を開催し、参加師を務め、全5回の勉強会を開催し、参加
者は自身の経営を見つめ直しました。者は自身の経営を見つめ直しました。

今年度で7回目の開催！
DEEP VALLEY Agritech Award

深谷市アグリテック
導入支援事業補助金

対象
拡大

ご活用ください

　AIなどの最新技術やロボット
技術を活用したアグリテックを推
進するため、農業機械などの導入
に対する経費の一部を補助します。
　令和7年4月から資材購入費を
補助対象として追加しました。

補助額など

機器費、整備費 補助率＝2分の1
（上限50万円）

使用料、賃借料
サービス料

補助率＝2分の1
（上限20万円）

資材購入費 補助率＝2分の1
（上限50万円）

　そのほか優秀賞を受賞した企業やファイナリ
ストの提案内容、深谷市のアグリテックに関す
るさまざまな取り組みは、公式ホームページ

『DEEP VALLEY』（右記QRコードからアクセ
ス）に掲載しています。ぜひご覧ください。

企業名　株式会社エンドファイト
提案名　『農業×共

きょう

生
せ い

菌
き ん

＝未来』
提案概要　すべての植物に施用できる森林由来の植物内

な い

生
せ い

菌
き ん

『DSE』を活用することで、乾燥、高温・低温など
の環境ストレス耐性向上などの
さまざまな効果が得られ、植物
自体の高機能化と生育を促進
し、持続可能な『農と食の産業』
の未来を創造していきます。

先進的・挑戦的なアイデアを募集

『Agritech Award 2025』最優秀賞受賞企業の提案

▲受賞した㈱エンドファイト

　※資材購入費に関しては、対象となるた
めの条件がいくつかあります。補助対象な
ど、詳しくは公式ホームペ
ージ『DEEP VALLEY』（右
記ＱＲコードからアクセ
ス）でご確認ください。

　農家さんの経営や販路確保、人手不足などのお悩
み、アグリテック企業の製品に関する情報収集方法
など、『誰に』聞いていいか分からないお困りごと
などをお聞きして、他の農家さんや企業とのマッチ
ングなどの支援をさせ
ていただきます。お気
軽にご相談ください。

アグリ：code22深谷
コーディネーター
アクバル まゆみさん

農業に関する『よろず相談窓口』

　勉強会やイベント情報の受信、施設カレン
ダーからイベント開催日を確認できるほか、
トークを利用して簡単な相談ができます。

アグリ：code22深谷
公式LINE
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